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「ただいま」を・・・会社も家族も待っています

事故ゼロは、私達の誇りです

ハンドルを握る手には 人の命がかかっている

安全第一 スピード 車間距離 スマホ見ない 前を見る

《バックホーなど、重機・農機具を運転するときは》

○ バック時は、しっかり安全確認しましょう
・「後ろに人はいないだろう」
・「警備員がついているから大丈夫」 ･･･などと安易に考えず、
・バックする前には必ず、自分の目で進行方向や周囲の安全確認をしましょう

○ 慣れてきた時ほど慎重に
・慣れてきた時ほど、流れ作業に陥りやすくなります。
・夏は太陽の光や雨、冬は降雪や積雪などで視覚が悪くなる場合がありますので、
・慣れが生じてきたな‥と思ったら『油断大敵』、『慎重に』を忘れず！

《トラックの車輪脱落事故防止》
○ 点検は、目視と点検ハンマー(ナットの閉まる方向に叩く)で確実に行いましょう
○ ホイルナットマーカーを装着している場合は目視のみで緩みを点検ができます
○ タイヤ交換（ローテーション含む）後の初期緩みに注意しましょう
○ タイヤ交換（ローテーション含む）後の点検と増し締めを行いましょう

運送業の労災、とにかく多い、「転倒・転落・挟まれ」

見直そう 「慣れ」の運転・ 「慣れ」の作業

午前７時 「酒は抜けていると思った」
朝の交差点で事故

酒気帯び運転容疑で男を逮捕
◇朝にも多い酒気帯び運転 午前６時～午前８時◇

◇飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」◇
２０２２／３／１（火）

１日午前７時過ぎ、島根県の市道交差点で車同士による衝突事故が発生。警察官が臨場したところ、軽乗用車
を運転する男から酒の匂いがしたため検査すると、呼気１リットルあたり０．１５ミリグラム以上のアルコール
が検知され、酒気帯び運転の疑いで、会社員の男（２８）を現行犯逮捕したということです。男は調べに対し、「
酒は抜けていると思い、飲酒運転になるとは思っていなかった」と容疑を否認しているということです。

午前２時 赤信号で停車中の大型トラックに追突
軽乗用車の男性死亡

◇目がかゆいは眠気のサイン 運転時の休憩は２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇
２０２２／３／２（水）

１日午前２時半ごろ、埼玉県の国道で、赤信号で停車中の大型トラックに軽乗用車が追突、軽乗用車を運転し
ていた５０代ぐらいの男性が病院に運ばれたが、頭を打つなどして死亡した。大型トラックには運転手の会社員（
５２）ら男性２人が乗車していたが、けがはなかったという。同署で男性の身元と事故原因を調べている。

午前4時 軽トラックがガードレールに衝突
運転の70代男性が死亡

２０２２／３／２（水） １１：５０
２日午前４時前、静岡県の国道で７０代の男性が運転する軽トラックがガードレールに衝突。男性は意識不明の状

態で病院に運ばれましたが間もなく死亡が確認されました。現場は片側２車線の直線道路で警察によりますと男
性は現場近くのコンビニ駐車場を出た後、高速のインターチェンジ方面に向かっていたということです。


